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受難節第 3 主日礼拝 説教「裏も表もない」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2018 年 3 月 4 日  

イザヤ書 48 章 1～8 節 マルコによる福音書 8 章 27～33 節 

主のご受難を覚えつつ、一巡りの歩み

を過ごして参りました私たちを、イエス

様は何を思い、今週もまた、こうしてご

自分の御前へと集められたのでしょうか。

先ず言えることは、イエス様の十字架と

復活の出来事を思い起こさせるため、と

いうことです。そこで真っ先に思い起こ

させられることは、私たち自身の罪です。

では、私たちがいかに罪深く、ダメな人

間なのかを知らしめるために、神様は、

イエス様を十字架にかけたというのでし

ょうか。もし、それが神様の目指すとこ

ろであれば、そもそも､独り子であるイ

エス様を十字架にかけるまでもなかった

はずです。今日のイザヤ書の中で語られ

ているように、わざわざそんな回りくど

いことをせず、我慢ならないことは我慢

ならないと、そうはっきり言えばいいわ

けですし、それでもダメなら、イザヤ書

にあるように、私たちを八方ふさがりの

状態に置いて、懲らしめ、痛い思いをさ

せ、その罪深さを体で覚えさせれば、そ

の方が、よっぽど手っ取り早かったはず

なのです。 

けれども、回りくどい方法をわざわざ

選ばれたのが私たちの主なる神様でもあ

ったわけです。独り子に苦しみの局地、

絶望の極みを味合わせ、しかも、陰府に

まで下らせ、その上で甦らせ、そして、

復活したイエス様のその姿を弟子たちの

前に現させたのです。このことはつまり、

この回りくどさ、分かり難さを、私たち

は引き受けねばならないということです。

そして、それを避けずに引き受けるから

こそ、イエス様の十字架を見つめる私た

ちは、そこで、イエス様を信じるがゆえ

の喜びを自分自身のものとすることがで

きるのです。そして、それが、イエス様

のことを知る、イエス様を体験するとい

うことであり、まただから、イエス様を

知り尽くしている私たちは、暗い顔をす

るのではなく、笑顔をもって歩むことが

できるのです。つまり、いつも申し上げ

ていることではありますが、私たちがク

リスチャンであるということは、ですか

ら、そのように笑みを絶やさず、いつも

笑顔をもって歩むことが許されていると

いうことなのです。 

ただ、このように申し上げ、以前、あ

る方から「いつも笑ってなんかいられる

わけはないじゃないか」とそう言われた

ことがありました。そこで、私自身も、

もっともだと思いました。そう言われた

からといって、はい分かりましたと言っ

て、すぐに実行に移せるほど、人間は単

純ではないからです。洪水の出来事のそ

の直後、ノアに祝福を与えるに当たって、

神様が「人が心に思うことは、幼いとき

から悪いのだ」と仰ったように、普段は

隠されていたとしても、時折、この暗い

ものが顔を覗かせることがあり、そのた

め、周囲の人々の顔を曇らせることがあ

るからです。また、だから、そういう暗

い面をできる限り取り繕い、隠そうとし

てするのですが、隠したくとも隠せない

のは、私たちの生きる現実がそれだけ楽

なものではないからです。だから、それ

に気づいた人は、なおのこと、明るさを

求め、神様に縋ろうともするのでしょう。

そして、私もそんな一人でありました。 

私が教会に通うようになったのは、ち

ょうど、25 歳ぐらいの頃、今から 30 年

ぐらい前のことでした。そして、その頃

のことを振り返り思うことは、今も何も

変わってはいないということです。ただ、

これだけは、はっきりと言えるのですが、

神様は、出会う以前もその後も、恥ずか

しく、穴があったら入りたくなるような
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時代にも，この私とずっと一緒にいてく

ださったということです。そして、それ

は、私だけでなく、弟子たちもそうです

し、皆さんともそうです。例外なく、誰

とでも一緒にいてくださるのが、私たち

の神様であり、つまり、信仰とは、それ

に気がついているかいないかの違いであ

って、すべての人のことをその心にとめ、

豊かな導きを与えようとされているのが、

主イエス・キリストの父なる神様でもあ

るのです。だから、そのことへの気づき

が、また私たちをして、自ずと笑顔へと

変えることになるのです。 

では、どのように、神様がそういう方

であることを、私たちは気づかされるの

でしょうか。受難節の歩みがこうして与

えられているのは、そういう意味で、気

づく機会だとも言えるのでしょうが、た

だ、それは、私たち自身のたちの悪さを

明らかにするためではありません。たち

の悪さを抱える私たちと、それでも一緒

に居てくださっているということを知ら

しめ、実際に体験させようとしているの

が、この期節を共に歩むイエス様であり、

ですから、そのためにも、私たちは、こ

こで、イエス様が、「私のことをどう思

うのか。」と、弟子たちに尋ねているよ

うに、イエス様のことをしっかりと知る

必要があるのです。そして、そのために

も、イエス様について、正しく、このお

方がどういう方であるかを言葉に言い表

す必要があるのですが、それは、この問

いにきちんと答えられてこそ、私たちは、

イエス様のことをはっきりと知り、私た

ちの暗い顔が明るい顔へと変えられるこ

とになるからです。ですから、イエス様

のことを人に伝えるということは、人の

ためであると同時に、それ以前に自分の

ためでもあるということです。まただか

ら、イエス様がどんな方なのかを、自分

の頭で理解し、心の中を整理して、自分

の言葉できちんと言い表すことが、私た

ちの信仰においては、とても大事にもな

ってもくるのです。もし、それができな

ければ、神様がいつも一緒にいるという

ことも、私たちには分かりませんし、そ

れが分かっていなければ、神様がこうい

う方であるなどと、人に正しく伝えるこ

となど、とてもできることではないから

です。 

では、そんなイエス様のことを聞き、

イエス様と同時代を生きた人々が、イエ

ス様のことをなんと言っているのか。あ

る者は、洗礼者ヨハネ、ある者は、エリ

ヤ、また、ある者は、預言者の一人であ

ると、そう思っていたということですが、

このことはつまり、多くの人々は、イエ

ス様のことを普通ではないと、そんな風

に受け止めていたということです。では、

弟子たちはどうであったのか。ペトロが

弟子たちを代表して、イエス様に「あな

たは、メシアです。」とそう告白してい

ますように、イエス様のことをメシア、

救い主と、最上級の敬意を持って受け止

めていたのが、イエス様と同時代を生き

た弟子たちでありました。つまり、こい

つはすごいやつだというところに留まら

ず、イエス様への期待値が 100％を振り

切っていたのが、その時の弟子たちであ

ったということです。そして、その弟子

たちが、イエス様の救い主としての本質

をものの見事に言い当てているのです。

それができたのは、長い間主イエスと一

緒に居たからなのですが、イエス様の言

葉、その行いを間近に見て、順を追って、

イエス様とはこういう方であると言うこ

とを、経験的に知ることができた弟子た

ちだからこそ、他の人々には口にできな

い、メシア、救い主という言葉を口にす

ることができたのでしょう。 

ですから、そんな弟子たちに向かって、

イエス様がかけるべき言葉は、「よく言

った。お前たち」というお褒めの言葉で

あり、100％の満足を笑顔をもって、そ

の気持ちを受け止めるべきであったのだ

と思います。けれども、その直後にある

御言葉は、ほめるでもなく、またけなす

でもなく、「ご自分のことを誰にも話さ

ないようにと弟子たちを戒められた」と
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あるだけなのです。弟子たちは、100％、

いや、それ以上にイエス様を信頼してい

たわけです。嘘や誤魔化しなく、心から

の思いをイエス様に伝えたのが、ここで

のペトロはじめ弟子たちであったわけで

す。ところが、イエス様の反応は、何と

鈍いことでしょう。何やら気まずい空気

が流れているようにも思いますが、イエ

ス様は、何か気に入らなかったというの

でしょうか。そして、その直後のことを

見ますと、やはりそうであったことが分

かります。正しい答えをしたペトロに向

かって、主イエスが、烈火のごとくその

怒りをぶつけているように、彼らには何

かが足りなかったわけです。そして、そ

の足りないところとはつまり、弟子たち

が、神のことを思わず、人間のことを思

っていたということです。 

「人の子は必ず多くの苦しみを受け、

長老、祭司長、律法学者たちから排斥さ

れて殺され、三日の後に復活することに

なっている」と、主イエスが、十字架と

復活の出来事について弟子たちにそうは

っきり告げたと聖書にはあります。ただ、

これについては、人から大きな称賛を受

けるべき方が、罪人として社会から抹殺

されることになると、自分の口でそう語

ったということですから、この一言は、

弟子であれば、到底受け入れられること

ではありません。主イエスが立派な方で、

間違いのない人だから、弟子たちもこの

時ついていったわけです。それが罪人と

して処刑されることになると言うのです

から、それがもし本当であれば、話が違

うということにもなりましょうし、もし

そうであれば、そのとばっちりは、つい

ていった者にも及ぶことになります。だ

から、それを聞いた弟子たちは、本当に

びっくりしたわけです。ですから、ペト

ロが主イエスを脇に連れて行って、いさ

めた、とあるのは、もっともなことで、

だから、とっさにイエス様のことを諫め、

思いとどまらせようともしたのでしょう。 

従って、これは、同じ立場に立ってそ

の場に身を置けば誰にでも分かることで

す。ましてやイエス様への期待値、信頼

が 100％を振り切っている者であれば、

なおのこと当然のことです。このペトロ

のとっさの反応が示すように、何か深い

考えがあってのことではなく、それは困

る、止めてくれと、それが、ペトロの正

直な思いであり、だからこそ、抑えよう

もなかったのだと思います。自分の人生

を賭けてイエス様に従ったわけですから、

私たちが同じようにその場にいたとした

ら、私たちも、ペトロと同じような反応

をしたことでしょうし、また、この様子

を脇で見ていたとしたら、私たちもまた、

きっと、ペトロよ、よく言ったと、ペト

ロのことを誉め讃えたに違いありません。 

ところが、イエス様がペトロのその言

葉を聞き、どうされたのか。そこで発し

たイエス様の、「サタン、引き下がれ。

お前は神のことを思わず、人間のことを

思っている」というこの言葉は、いかが

でしょうか。身に覚えのある私たちにと

っては、身震いするほどの恐ろしい言葉

なのではないでしょうか。けれども、イ

エス様にしたら、これだけは言わずにす

ますことはできなかった。先ほどの気ま

ずい雰囲気がその伏線ともなっているよ

うにも思いますが、感情を爆発させたイ

エス様のこの一言は、それだけに、嵐が

通り過ぎるのを待つのではなく、私たち

は、しっかりと、この時のイエス様の気

持ちを受け止めなければならないのだと

思います。では、そのイエス様の気持ち

とはどんなものなのか。それは、出過ぎ

た真似はしない、ということでもあるの

でしょうが、けれども、それが、イエス

様の一番仰りたかったことではありませ

ん。イエス様が我慢ならなかったところ

は、「人の子は必ず多くの苦しみを受

け」と言われた、そこで仰った「必ず」

というこのことです。つまり、神様が必

ずなさるということ、神様の必ず、必然、

それを私たちがただただアーメンと受け

止めることをイエス様は求めておられる

ということなのです。しかし、人にはそ

れができない。だから、このできないと
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ころに、イエス様は、ご自分の気持ちを

ぶつけて来られたのですが、では、どう

したら、イエス様のこの気持ちを私たち

は正しく、きちんと受け止められるよう

になれるのでしょうか。 

困ったとの思いに駆られ、突然顔を覗

かせたペトロの暗い面が、この時、イエ

ス様の激しい気持ちに曝されたことは、

ペトロはじめ弟子たちにとって、とても

幸いなことでありました。それは、人間

としての暗さ、そして、神の子にさえ許

すことのできないものがこの世にはある

ということを、ここでのやり取りを通し

知らされたからであり、同時に、イエス

様に 100％、いや、120％。200％とそれ

以上の期待をかける者、信頼しなければ

ならないと思い込んでいる者にとって、

イエス様も神様も、その期待、気持ちを

完全に裏切ることがあるというこの事実

を明らかにしてくれたからです。つまり、

いつまでも明るい気持ちのままでいたい、

今すぐに暗い気持ちが明るい気持ちへと

変えられたい、期待感を膨らませ、それ

に押し出されるように、信頼しなければ、

信頼しなければならないと思い込もうと

する私たちにとって、イエス様のここで

の一言は、冷や水を浴びせかけるもので

もあるのですが、冷や水を浴びせかける

だけでなく、イエス様ご自身を知り、体

験する上での大切なことでもありました。 

信仰は、熱いだけのものではなく、冷

静さを必要とするものであり、また逆に、

冷静なだけではなく、神様の必然に委ね

るひたむきさを必要とするものでもある

ということです。そして、それは、ちょ

うど、幼子が自分の父母が一番と思う、

客観性を欠いた素直な気持ちと似ている

のかもしれません。他と比べてどうのこ

うのということではなく、無条件にただ

ただ自分という存在を包み込んでくれる

親という存在に対して安心する幼子よう

に、神様もイエス様も、私たちにとって

そういう方であると言うことです。だか

ら、そんな幼子の姿が、多くの人々の心

を和ませ、また、和まされることで、人

は、私たちをして、神様が神様であり、

イエス様がイエス様であるとの平安な気

持ちを感じさせられることにもなるので

す。つまり、イエス様を知り、体験する

と言うことは、首ったけとか、ぞっこん

とか、そういうものではなく、包まれて

いるという安心と冷静さ、そういう意味

での熱い思いというものがあってこその

ものだということなのです。 

ですから、自分を納得させ、自己満足

だけで終わるだけの完璧さ、きちんとし

た態度というものが、こうしてイエス様

にお従いする上で、私たちに求められて

いることではありません。イエス様が

「引き下がれ」と仰ったように、一歩引

いた冷静さが必要であるとともに、その

発せられる厳しい言葉を「必ずなる」と

信じて、従うことが、私たちには求めら

れているということです。そして、その

ために、私たちは、十字架と復活の出来

事を通し、自らの偽ざる姿を知ることが

必要なのであり、同時に、その隠しよう

もない自分自身を愛してくださっている

神様とイエス様のことを知る必要がある

のです。こうして与えられた命を感謝と

喜びをもって、笑顔で歩み続けるために、

自分自身を痛めつけ、いじめ抜くのでは

なく、神様に愛されているというところ

から自分自身を見つめ直すことが求めら

れている、それが私たちクリスチャンな

のであり、ですから、イエス様のペトロ

に向かって語られた最後の厳しい一言は、

そんな私たちを笑顔へと変えようとして

くださっている、大切な一言であると、

そのように思います。従って、この一言

に怯え、身震いして終わるのではなく、

イエス様が、私たちを笑顔へと変えてく

ださることを信じて、レントの歩みを進

めて参りたいと思います。 

祈り 


